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公益財団法人大学コンソーシアム京都 

 

第１ 法人の概要 

 １ 代表者 

   理事長 黒坂光 

 ２ 所在地 

   京都市下京区西洞院通塩小路下ル東塩小路町939番地  

 ３ 電話番号 

   075-353-9100 

 ４ ホームページアドレス 

   http://www.consortium.or.jp/ 

 ５ 設立年月日 

   平成 10年 3月 19日 

 ６ 基本財産 

   100,000千円（うち本市出えん額 50,000 千円，出えん率 50.0％） 

 ７ 事業目的 

   京都地域を中心に，大学間連携と相互協力を図り，加盟する大学・短期大学の教育・学術研究 

  水準の向上を目指すとともに，学生の成長を促進するための学生支援，大学の国際化を推進する 

  ための国際連携・国際交流等の充実に努める。併せて，地域社会，行政及び産業界との連携を促 

  進し，地域の発展と活性化に努め，京都地域を中心とした高等教育の発展と国際社会をリードす 

  る人材の育成を目指す。そのために，多様な連携に基づく教育，学生支援，研修，調査・研究， 

  情報収集，情報発信，交流促進等を行い，日本の高等教育の発展に寄与することを目的とする。 

 ８ 業務内容 

  (１) 単位互換，インターンシップ等の教育に関する企画調整事業 

  (２) 学生に対する支援事業 

  (３) 教職員に対する研修交流事業 

  (４) 国際連携，国際交流事業 

  (５) 大学と高等学校等との連携による企画調整事業 

  (６) 大学と地域社会，行政及び産業界との連携による調査研究事業 

  (７) 大学と地域社会，行政及び産業界との情報発信交流事業 

  (８) 大学と地域社会，行政及び産業界との連携等による生涯学習事業 

  (９) 全国各組織との連携による企画調整事業 

  (10) その他目的を達成するために必要な事業 

 ９ 所管部局 

   総合企画局総合政策室（TEL075-222-3103） 

 10 役員名等 

  (１) 理事長 

     黒坂光 

  (２) 副理事長 

     木越康, 仲谷善雄 

  (３) 専務理事 

     伊勢戸康 

  (４) 理事 

     森迫清貴，森井秀樹，飯田毅，伊藤真宏，入澤崇，下間健之（総合企画局長） 

  (５) 監事 

     和田一郎，松岡正和 

http://www.consortium.or.jp/
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11 常勤職員数 

 48 人（うち本市派遣職員3人） 

12 組織機構 

 

 

 

第２ 経営状況 

１ 令和 2年度決算 

（１）事業報告 

ア 教育事業 

(ｱ) 単位互換事業 

(ｲ) 生涯学習事業（京カレッジ） 

(ｳ) インターンシップ事業 

イ 教育開発事業 

(ｱ) FD（ファカルティ・ディベロップメント）事業 

a 第 26回 FDフォーラム 

b FD合同研修プログラム 

c 大学執行部塾 

b 京都 FD交流会 

e 高等教育情報NAVI「教まちや」 

(ｲ) SD（スタッフ・ディベロップメント）事業 

a SD共同研修プログラム 

b SDゼミナール 

c 第 18回 SDフォーラム 

d SDガイドブック 

(ｳ) 京都高大連携研究協議会事業 

a 高大連携教育フォーラム 

b 高大社連携フューチャーセッション 

c 京都高校教員交流会 

ウ 学生支援事業 

(ｱ) 第 18回京都学生祭典 

a 第 18回京都学生祭典プレイベント 

b 第 18京都学生祭典（本祭） 

 （理 事 会） 
理 事 長 
副 理 事 長 

専 務 理 事 

理 事 

監 事 

 

次 長 

副事務局長 

（評 議 員 会） 
評 議 員 

主 幹 

主 査 

事務局長（専務理事兼務） 

京都留学コーディネーター 

臨時職員 

派遣職員 
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(ｲ) 第 23回京都国際学生映画祭 

(ｳ) 障がい学生支援事業 

a 第 24・25・26回関西障がい学生支援担当者会議 

b ノート・パソコン（PC）テイカー養成講座 

c 高等教員と大学教職員との懇談会 

エ 国際事業 

(ｱ) 龍谷大学メルボルン短期留学プログラム 

(ｲ) 英語で京都をプレゼンテーション 

(ｳ) 留学生スタディ京都ネットワーク事業 

(ｴ) 留学生就職支援・交流コミュニティ運営事業 

(ｵ) 留学生支援事業（京都地域留学生住宅支援制度） 

オ 調査・広報事業 

(ｱ) 調査企画事業 

a 財団指定調査課題 

b 「共通指標」に基づく財団基礎データの収集 

c 次期中期計画（「第5ステージプラン」・「大学のまち京都・学生のまち京都計画2019－2023」

の運用 

d 京都 B&Sプログラム 

(ｲ) 広報事業 

a 財団ウェブサイト・SNSの運用 

b 会報等の発行 

c 京都学生広報部 

d 「大学のまち京都・学生のまち京都」公式アプリKYO-DENTの開発 

(ｳ) 都市政策研究推進事業 

a 第 16回京都から発信する政策研究交流大会 

(ｴ) 地域連携事業 

a 大学地域連携創造・支援事業（学まちコラボ事業） 

b 大学×地域連携ポータルサイト「がくまちステーション GAKU－MACHI－STATION」の運用 

c 「学まち連携大学」促進事業 

d 大学・地域連携サミット 

カ 総務事業 

(ｱ) 全国大学コンソーシアム協議会事務局運営 

(ｲ) 勤労学生援助会・表彰奨学金事業 

(ｳ) 施設管理（京都市大学のまち交流センター指定管理）運営 
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(２) 財務諸表 

(単位：千円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ．資産の部

　１．流動資産

　　　　現金預金 177,654 181,549 △3,896
　　　　未収金 12,199 25,435 △13,235

　　　　有価証券 0 20,000 △20,000

　　　　立替金 203 204 △1

　　　　前払費用 896 143 753

　　　　仮払金 16 32 △16

　　　　　流動資産合計 〔190,968〕 〔227,363〕 〔△36,394〕

　２．固定資産

　　　（基本財産）　 0

　　　　基本財産投資有価証券 100,000 100,000 0

　　　　　基本財産合計 (100,000） (100,000） (0）

　　　（特定資産）

　　　　財団拡充普通預金 11,918 11,918 0

        留学生支援事業積立金 25,000 0 25,000

　　　　教育設備･機器等整備普通預金 50,923 58,970 △8,047

　　　　教育設備･機器等整備有価証券 30,000 30,000 0

　　　　情報環境整備定期預金 0 0 0

　　　　情報環境整備（公益）普通預金 26,638 26,638 0

        留学生受入環境充実投資有価証券 0 30,000 △30,000

　　　　情報環境整備（法人）普通預金 20,000 0 20,000

　　　　留学生受入環境充実事業普通預金 24,040 0 24,040

　　　　　特定資産合計 (188,520） (157,526） (30,993）

　　　（その他固定資産）

   　　 構築物 49 73 △24

   　　 設備造作 2,179 1,441 739

   　　 什器備品 8,108 15,500 △7,393

   　　 無形固定資産　 8,597 7,710 887

　　　　投資有価証券　 20,000 0 20,000

　　　　　その他固定資産合計 (38,933） (24,724） (14,209）

　　　　　  固定資産合計 〔327,452〕 〔282,250〕 〔45,202〕

　　資産合計 518,421 509,613 8,807

Ⅱ．負債の部

　１．流動負債

　　　　リース債務 3,131 4,963 △1,833

　　　　未払金 34,182 30,234 3,948

　　　　前受金 17 17 0

　　　　社会保険料預り金 826 829 △3

　　　　源泉所得税預り金 400 285 116

　　　　住民税預り金 297 289 8

　　　　仮受金 0 0 0

　　　　  流動負債合計 〔38,854〕 〔36,618〕 〔2,236〕

　２．固定負債

　　　　退職給付引当金 3,981 3,253 728

　　　　　固定負債合計 〔3,981〕 〔3,253〕 〔728〕

　　負債合計 42,835 39,871 2,964

Ⅲ．正味財産の部

　１．指定正味財産

　　　　指定正味財産合計 〔100,000〕 〔100,000〕 〔0〕

　　　（うち基本財産への充当額） (100,000） (100,000） (0）

　２．一般正味財産

　　　　一般正味財産合計 〔375,586〕 〔369,742〕 〔5,843〕

　　　（うち特定資産への充当額） (188,520） (157,526） (30,993）

　　正味財産合計 475,586 469,742 5,843

　　負債及び正味財産合計 518,421 509,613 8,807

貸　借　対　照　表

令和3年3月31日現在
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(単位：千円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　(1) 経常収益

          基本財産運用益 205 205 0

          特定資産運用益 1 1 0

          その他資産運用益 0 0 0

          受取入会金 0 0 0

          受取会費 168,682 167,423 1,259

          事業収益 15,750 32,226 △16,476

          指定管理者事業収益 168,492 168,469 23

          受取補助金等 1,457 1,012 445

          受取運営分担金 27,852 21,384 6,469

          受取寄付金 1,000 5 995

          雑収益 399 348 51

        経常収益計 383,838 391,073 △7,235

　　(2) 経常費用

          事業費 346,652 349,301 △2,649

          管理費 31,342 33,300 △1,957

        経常費用計 377,994 382,601 △4,606

          当期経常増減額 5,843 8,472 △2,629

　２．経常外増減の部

　　(1) 経常外収益

        経常外収益計 0 0 0

　　(2) 経常外費用

        経常外費用計 0 0 0

　        当期経常外増減額 △0 △0 △0

  　        当期一般正味財産増減額 5,843 8,472 △2,629

  　        一般正味財産期首残高 369,742 361,270 8,472

  　        一般正味財産期末残高 375,586 369,742 5,843

Ⅱ．指定正味財産増減の部

  　        当期指定正味財産増減額 0 0 0

  　        指定正味財産期首残高 100,000 100,000 0

　          指定正味財産期末残高 100,000 100,000 0

Ⅲ．正味財産期末残高 475,586 469,742 5,843

正味財産増減計算書

令和2年4月1日～令和3年3月31日

 

  
（参考１）財務状況の推移 

（単位：千円） 

  H30（決算） R1（決算） R2（決算） 

正味財産増減計算書 

経常収益 412,349 391,073 383,838 

当期経常増減額 12,881 8,472 5,843 

当期正味財産増減額 12,881 8,472 5,843 

貸借対照表 

総資産 508,527 509,613 518,421 

総負債 47,256 39,871 42,835 

正味財産 461,270 469,742 475,586 
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 （参考２）京都市からの補助金等 

（単位：千円） 

  H30（決算） R1（決算） R2（決算） 

委託料 
大学のまち交流センター管理及び事業  
〔指定管理（非公募）〕 

170,674 168,469 168,492 

その他 

年会費 500 500 500 

短期留学受入プログラム開発業務 2,000   

大学地域連携創造・支援事業 6,002 4,404 250 

大学のまち京都・学生のまち京都推進会議 500 500 120 

「大学のまち京都」学生プロモーション  2,500 2,037 1,837 

「学まち連携大学」促進事業 15,813 9,476 9,682 

京都留学コーディネータ採用等業務  5,000 4,967 4,964 

大学のまち京都・学生のまち京都次
期推進策定業務 

4,129   

 

第３ 経営評価結果 

１ 所管局による経営状況の全般評価 

財務面 
 令和元年度に続き，令和2年度も黒字となっており，事業の選択と集中，業務の効

率化による経費節減など，損益の改善に向けた取組の成果が認められる。 

事業面 

 大学が集積する京都地域の特性を活かし，「単位互換事業」「インターンシップ事業」

などの基幹的取組に加え，本市との協働事業である「大学地域連携創造・支援事業（学

まちコラボ事業）」「学まち連携大学促進事業」や産学官のオール京都での留学生誘

致・支援組織「留学生スタディ京都ネットワーク」の事務局運営を行うなど，本市施

策「大学のまち京都・学生のまち京都」に推進に大きく寄与している。 
 

 ２ 外郭団体総合調整会議による評価コメント 

 コロナ禍の中，大学間連携事業やキャンパスプラザ京都の利用実績が伸び悩んだものの，8 期連

続で黒字を確保し，流動比率（流動資産/流動負債）も500％程度で推移するなど，安定した経営に

より，「大学のまち京都・学生のまち京都」の推進に寄与していることは評価できる。 

 ただし，これは市からの職員派遣（実質的に補助金と同等の効果）を前提としたものであること

には留意する必要がある。 

 京都市では，行財政改革計画に基づき，職員削減をはじめとする厳しい歳出改革を進めていく予

定となっていることを踏まえ，当団体においても，市の財政的・人的関与がなくても（縮小された

としても），「大学のまち京都・学生のまち京都」の促進に向けた社会的ニーズに自ら対応できるよ

う，会員数の増加や寄付金の獲得などにより，団体の自主性・自律性を更に高めていただきたい。 

 


